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同
組
合
の
事
業
の
根
幹
は
「
Ｇ
Ｓ
事

業
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
①
シ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
症
候
群
の
原
因
物
質
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る
室
内
有
害
揮
発
性
化
学
物
質
4

種
（
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
・
ト
ル
エ
ン
・

キ
シ
レ
ン
・
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
）
の
有
害

化
学
物
質
濃
度
を
測
定
、
②
同
組
合
の
責

任
に
お
い
て
濃
度
測
定
数
値
を
認
証
し
て

検
査
済
み
証
を
発
行
、
③
濃
度
測
定
数
値

が
基
準
を
上
回
る
場
合
は
化
学
物
質
発
生

軽
減
工
事
を
実
施
、
以
上
の
3
つ
の
事
業

を
Ｇ
Ｓ
（
グ
リ
ー
ン
・
ス
ペ
ー
ス
）
事
業

と
位
置
づ
け
る
。
測
定
し
た
室
内
空
気
質

が
良
好
で
な
か
っ
た
場
合
、
組
合
員
が
扱

う
製
品
に
よ
っ
て
改
善
さ
せ
る
。
同
組
合

で
は
「
Ｇ
Ｓ
事
業
」
の
他
に
韓
国
の
団
体

と
提
携
し
て
光
触
媒
を
利
用
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
の
研
究
開
発
も
進
め
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
に
光
触
媒
加
工
を
施
し
、
屋
外
で

も
汚
れ
難
く
す
る
技
術
な
ど
も
新
規
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
一
定
の
目
的
を
持
ち
、
そ
の

目
的
を
理
念
と
し
て
活
動
す
る
協
同
組
合

の
形
態
は
珍
し
い
。
同
組
合
の
佐
藤
義
信

　

平
成
15
年
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
の

社
会
問
題
化
を
受
け
て
建
築
基
準
法
が
改

正
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
建
築

資
材
に
は
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
発
散
量

を
分
類
す
る
Ｆ
☆
☆
☆
☆
制
度
の
等
級
が

導
入
さ
れ
、
居
室
空
間
は
強
制
換
気
が
義

務
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た

対
策
に
よ
っ
て
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
問
題
は
沈

静
化
し
た
が
、
居
室
空
間
の
空
気
質
は
常

に
健
康
的
な
状
態
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

全
国
室
内
環
境
改
善
事
業
協
同
組
合
（
東

京
都
中
央
区
、
小
板
橋
博
幸
理
事
長
）
で

は
室
内
空
気
質
を
専
門
の
検
査
員
が
測
定

し
、
化
学
物
質
が
基
準
値
以
下
の
居
室
に

対
し
て
検
査
済
み
証
を
発
行
し
て
い
る
。

　

全
国
室
内
環
境
改
善
事
業
協
同
組
合
は

平
成
21
年
7
月
に
国
土
交
通
大
臣
の
認
可

を
得
て
設
立
。
組
合
員
は
工
務
店
、
設
計

士
、
不
動
産
販
売
業
者
、
炭
や
珪
藻
土
に

代
表
さ
れ
る
環
境
改
善
資
材
メ
ー
カ
ー

な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
組
合
員
は
全

国
47
都
道
府
県
に
及
び
、
室
内
環
境
の
改

善
を
目
的
と
す
る
全
国
組
織
の
団
体
で
あ

る
。 室

内
空
気
の
品
質
は

測
定
し
な
け
れ
ば
判
断
で
き
な
い

【詳細は e- 建具 10 月号】

LED の光触媒技術に関して韓国企業組合と提携

専
務
理
事
・
事
務
局
長
も
「
従
来
の
組
合
と

い
う
も
の
は
縦
割
り
式
の
組
織
が
多
い
と

い
う
事
実
が
あ
る
。
し
か
し
、
当
会
は
室
内

の
環
境
改
善
と
住
宅
に
お
け
る
エ
コ
ロ
ジ
ー

の
実
現
を
目
的
と
し
て
設
立
し
た
も
の
で
あ

り
、
室
内
環
境
の
改
善
と
い
う
共
通
の
テ
ー

マ
の
解
決
が
組
織
と
し
て
の
共
有
物
に
な
り

ま
す
」
と
認
め
て
い
る
。

　

組
合
設
立
の
理
由
は
室
内
化
学
物
質
の
基

準
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。
元

請
が
「
炭
や
珪
藻
土
な
ど
の
自
然
素
材
を

使
っ
て
い
る
か
ら
安
全
」
と
消
費
者
に
訴
え

て
も
客
観
的
な
デ
ー
タ
で
証
明
し
て
い
る
の

で
は
な
い
。
室
内
環
境
が
本
当
に
安
全
な
の

か
正
確
に
測
定
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
消
費
者

に
提
示
す
る
と
い
う
発
想
か
ら
出
発
し
た
。

　

室
内
環
境
を
測
定
す
る
検
査
員
は
同
組
合

で
養
成
。
全
国
で
研
修
会
を
開
催
し
、
測
定

技
術
を
有
す
る
専
門
の「
室
内
環
境
測
定
士
」

が
現
在
95
名
存
在
す
る
。
測
定
方
法
に
は
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法
を
採
用
。
厚
生
労
働
省
認

定
の
簡
易
測
定
機
を
使
用
し
て
室
内
の
空
気

を
吸
引
。そ
の
際
の
ガ
ス
濃
度
を
検
査
す
る
。

対
象
と
す
る
化
学
物
質
は
ホ
ル
マ
リ
ン
、
エ

チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
、
ト
ル
エ
ン
、
キ
シ
レ
ン
。

こ
れ
ら
の
化
学
物
質
が
濃
度
指
定
値
を
全
て

下
回
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
組
合
名
義
で
検
査

済
み
証
を
発
行
。


